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■
事業 の ・

サイト
マッチングサイト 事業者ログイン ・マッチングサイトへの事業者 ログイン

・管理者 ログイン
利用団体 ログイン ・マッチングサイトへの利用団体（ ） ログイン

・管理者 ログイン
ンテン ー ・マッチングサイトの ンテン の ー

マ ・マ
事業者 寄付品の 登 ・寄付品の 登

品マスタ ート ン リート き
・ の
・内容 管理者へ ー

寄付品の 報 ・寄付品の
・寄付品の引き渡し

寄付品の ・登 の寄付品の （ ）
品マスタ ・寄付品 利用 品マスタの登 ・ ・

利用団体 マッチングイベント ・マッチングイベント （ ）
寄付品の ・ マッチングイベント 提供 寄付品の （ ）

利用団体グ ー 報
・ 寄付品 の 利用 （テ スト）の
・管理者 提供 後 の

寄付品の 報 ・寄付品の 報
寄付品の引 登 ・ 引 寄付品の 報（ 引き 利用 ） 登

・提供 の
・ 利用 登 場 （ ）

管理者サイト ログイン・ログ ト ・管理者サイトへのログイン ログ ト
管理者 カ ント登 ・ ・管理者 カ ントの登 ・ ・
マ ・マ

の マスタ リ マスタ ・フードマッチングの リ の登 ・ ・
品マスタ ・寄付品 利用 品マスタの登 ・ ・

寄付品マスタ管理 寄付品カテゴリ ・寄付品のカテゴリ の登 ・ ・
寄付品カテゴリ ・寄付品のカテゴリ の登 ・ ・

事業者管理 事業者 報の 登 ・事業者 報の 登
・事業者の カ ント 報の登

事業者 報の ・ ・登 事業者 報の
事業者 報の登 内容 ・ ・事業者 報の 登 内容の

利用団体管理 利用団体グ ー マスタ ・利用団体グ ー の登 ・ ・
利用者 報の 登 ・利用団体 報の 登

グ ー
・利用団体の カ ント 報の登

利用者 報の ・ ・登 利用団体 報の
利用者 報の登 内容 ・ ・利用団体 報の 登 内容の

グ ー
寄付品管理 寄付品の 登 ・寄付品 報の 登

品マスタ ート ン リート き
・ リ 提供事業者 の
・内容 管理者へ ー

寄付品の ・登 寄付品 報の （ ）
寄付品の登 内容の ・ ・寄付品 報の 登 内容の
寄付品の引き渡し ・寄付品の引き渡し

・ 日（ ） 寄付品 し の ー の
き

イベント管理 イベントの 登 ・マッチングイベントの 登
グ ー

・内容登 利用団体へ ー

イベントの ・ ・登 マッチングイベント 報の （ ）
イベントの登 内容の ・ ・マッチングイベント 報の 登 内容の

グ ー
・内容 利用団体へ ー

イベント寄付品 ・マッチングイベント 寄付品
イベント寄付品 ー ー ・利用団体 の ー ーリストの

・利用団体 の の 報 提供 し き
・提供 利用団体へ ー

イベント寄付品 ー ー ・寄付品 の ー ー し 団体の提供 登
・ の 提供 （ 提供 ）
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事 登 ・事業者 報
  登

・利用団体 報
  登

グ ー
登

寄付品の登 ・寄付品登
  開

品マスタ 登

品マスタ 登

の確認
取り し(提

受 を に、
登録を

情報の
新 登録

確認、
登録 の確認・
更新

け
グイン

の確認
取り し（提 ）

受 を に、
団体登録を

団体情報の
新 登録

確認、
登録 の確認・
更新

団体 け
グイン

登録 の
（ を ）

登録 の
（ を ）

寄付品情報の登録 寄付品の登録

寄付品情報の
確認

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の登録 寄付品の登録

寄付品情報の照会

寄付品情報の確認 寄付品の検索一覧

寄付品情報の照会

寄付品情報の登録

受 の

- 16 -



■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

事 ー ー ・提供 の
  ー ー

・
  提供
  

提供 いる
商品を確認 る

引き渡し一覧

寄付品情報の照会

希望商品を
ー ー る

寄付品の一覧
（希望 ）

寄付品の一覧
（確 登録）

マッチングイベントの
登録

引き渡し
情報登録

引き渡し
寄付品 け

寄付品の一覧

提供 を
確 る

引き渡し一覧

寄付品一覧

ー ー一覧
（提供 の

確 ）
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■業務フロー（最終版）
登場人物 フードバンクマッチングシステム

業務カテゴリ 業務内容 セカンドリーグ神奈川 提供事業者 センター 利用団体 マッチングサイト 管理者サイト

イベント当日 ・寄付品の引き渡し

イベント開催後 ・提供事業者への報告

・寄付品のセンター間
  移動

寄付品の
引き渡し結果の確

センターへ受け
取りにいく

提供品の受け取り

引き渡し準備
お手伝い

引き渡しのお手伝い

センターへ移動し、
引き渡し準備

引き渡し商品の
追加・変更

マッチングイベント
選択

希望商品一覧
(商品追加・削除）
（在庫更新）

提供品の引き渡し 提供商品一覧

引き取り登録

提供商品一覧引き渡し結果の確認

郵送団体の引き渡
し分を取り分ける

寄付品の一覧

寄付品情報の照会

寄付品の
センター間移動

寄付品の検索一覧

寄付品情報の
照会・更新
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マッチングシステム実証実験

Ⅴ



Ⅴ．マッチングシステム実証実験 

．

２．

３．フードバンクマッチングシステム 協

AGAIN 
NPO

NPO
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マッチングシステム実証実験報告 

の  

．

２．

３．フードバンク

． の

．

  
．

． の

．協

【 】  実 実 実 実  

． の期

２．対 た

３．対 た
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．対 た

  

【3】  マッチングシステムの使用実感 

． た

２． フードバンク の た

３． の た

．システム に た

． に た

． ー に た

本システム た すか
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マッチングシステム実証実験報告 

報 団体：フードバンクかながわ

 

．

団 人フードバンクかながわ

．

 金  
． ー

年

４． い （ ）

・ 品（主食・ 食・ 子・ 品）

５．

1 2 2020 年度実  

６． 送

・ 割程度は 業に 品してもらい、利用団体に取りに来てもらう。 

・2 割程度はフードバンクかながわが （生 配送 ンターの か ）に運 する。

７．

・生 （ ーコー 、パルシステム 、生 クラ ）を 体とした団体。

・ からの寄付金は 年度だけで 万円を える。

・ が不 するときは 金で 入して配付することもある。

・ 内 、 業にフードドライ を設 して、個人 量の寄付品も受け付けている。

・ 内 の行政と し、 とも しながら生 者 の配付ルートを 。

・ 年 より 品の取り いができるように、インフラ を めている。

．

味の コ ーション 、（ ） アク ス、 シ、生 同組合 ーコー 、

設 、 、 生 同組合 合 、 食品 、マル チ 、

、 フ クトリー、加 業 、 、国分 、 、 下記

、 、コ ・コーラボトラー ャパン 、 イイチ、フードバンク 、フード

バンク 、 合 、 ンドリーグ 、 、 子 、フードバンク

かわさき、 業 同組合 合 、 者 生 同組合、 インドアメリ ン

商 、ア 、 組合 関 送支 、 ート テ システム 組合、

チ イフー 、 上 、 人いきいき 、 、生 クラ

事業 合生 同組合 合 、 作 、 、あいおい ッ イ同 、

、さがみ 業 同組合、生 同組合パルシステム 、 、

団 人 、 、 合金 、 イ シャルベイ、一 商事

、 、 ス 、 業 同組合 、さとの 食品 、
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信 行（ ）、リボン・コ ーション 、 、 業、 ・ 機

、 電力 組合 力支 、 フード ア、 事業 、アド

ソル 、 ック ー ス、かながわ ホーム ほの の、 、

イス 、 アドバンステク ー 、 テ 、 電機 工場、 クラ シ、

全国 業 同組合 合 、 、 イトー ー 堂、イ ンリテール 関 ンパ ー金 内

、 ス キ、デルタ 、 食 ホールデ ングス 、 クイ、合同 、

工業 、 ア フ、 メリーチョコ ート ムパ ー、 設 支 、開成 、

、 ン ッド、 マ 機工業 、 組、ト タメト ック 、全国

、大象 ャパン 、 、（一 ） 食 機 、フ ルム 管理組合、

スタン ー電気 組合、 利 食品 、 大 、 ン ン、 ーシーデポ ン、いす

ン アリング 、 ーベル 管理組合、 テク メデ 、 同 業 、全 団体

組合 、 フイルム生 同組合、アク ンチ ア 、 パーク ル ・マンション

、アイパック 、 ーク、 、フ ンテ ア 、 ム 、 ト 食品 、

、 大 、 人 、 、 組 支 、 作 、 食品

工業 、 支 、 リ ンパ ー、 ネル ーシステム 、 信用

証 、 登 、 、 フードバンク 、 内 行、 、

ホールデ ングス 、 ラント ン 組合 支 、 ン ラネット、さ なみ団

一 、 定商 、 金 合高 、 リ ーマル、 作 、

、 支 、 、 コワーコ 、 、キッコーマン食品

、 、 クト クス 、ア メイト 、 シ ー ラン ング、味の ン

アリング 、 ト タ商事 、 信金、 メデ 、 ム・ト ・ ム、 人 持

大 、 リマ ム 、TOTO 工場、 内 、 工業 ー ス ンター、

シルバコ・ ャパン

  

2021 年 12 下  

画面の入力操作での 験 

画面の入力操作で 験 

画面の入力操作での 験 
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・ N コードを入力する場 が欲しかった。商品名や が に ていても、わずかな分量や の

の いなどで N コードが う。「T シャ 」というアイテム管理と、「T シャ   イ

」という K （ 単位）とでは、 管理の 度がだい ってくる。 

・ 業からは N コード入りのデータを E または データでもらっている。そのフ ーマット

に ったマッチングシステムだと 能 は がる。 

・フードバンクかながわでは、 Nコードが付 されていない大 商品（ 品に多い）につい

ては、 のバーコードを付 。個人寄付のわずかな商品は、 N コードもバーコードもなしでや

っている。コードありの管理が全体の 7 割 。コードなしで管理しているのは全体の 割 。 

・ コード、バーコード み取り機と するシステムがあると しい。

・事業者が の引き渡し状 までト ースできるのは良いと思った。 

・受領証がみられるのも良いと感じた。 

・現 は「 年 管」としているので、このマッチングシステムから引渡し情報を E に

クスポートできるシステムがあれば、データとして 管がしやすい。 業も引渡し情報のデータを 

めてくることが多い。 

・現 、フードバンクかながわでは、事業者とフードバンクかながわの間のやりとりは「 ベース」

でやっているので、この局面だけでもマッチングシステムを利用できたらよいと感じた。 

・事業者とのやりとりでは、現 メールが多い。 も多い。 の が大 になってきて

いる。大手になると、 にメー ーの はおらず、 の が対応することも多い。

「事業者、 、フードバンク」の 者のコ ーションが 。事業者は経 トッ の

考え方と ・ 現場の考え方に ャッ が大きいところが に多い。その ャッ を埋める

のがマッチングシステムだともいえる。 

・フードバンクかながわと利用団体との間では 存の管理システムが 効と感じた。 管理に

コードを 付し、 コードで み取った情報を、仕分伝 、 付伝 に させて に り付

ける。そして利用団体に配付するまでシステム的に一元管理できている。

・フードバンクかながわでは、事業者とフードバンクかながわの間のやりとり（寄付品登録）に

を いており、利用団体 することはあまりない。（たまに、さばききれない商品が寄付され

たときだけ） 

・利用団体からは、 、 商品の 分 （お だとか、 子だとか）を シートを り、 分

に 当する商品があれば、それを め込 方 。 一、マッチングをしていない。 

・メール一 送信をすることがたまにあり、その際は と感じた。

・全般的には、使えばなんとかなるシステムだと感じた。 

・ 品が に えてきている。 に になると、量が多すぎて、利用団体から られる

ースもある。アルフ もさばききれないため、 から に り受けたことがある。 
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・生 の も全国 である。生 の主 な取引 である 食品や アク スも全国 。そ

こと 生 の事業 合の からだせるものをリンクさせて、マッチングシステムに せるこ

とができないか。 

・マッチングシステムは、 で 用するマッチングシステムと、全国 で 用するマッチングシ

ステムの てがあると良い。全国 のシステムが対応するのは、全国 開する大手 業と、

そこからの受取量を することができる、 の大手フードバンク。大量でさばききれな

い商品を を えて することで、さらなる「食品 スの削減」につながるメリットがある。

大手フードバンクの全国 の の がとれるようになると良い。 

・マッチングシステムを「 り り」できないか。たとえば、 業とフードバンクの間の寄付品登録

だけのシステム利用に したもの。 対に、フードバンクと利用団体との間の引渡登録だけに

したものなど。 

・マッチングシステムは「 く く使う」というイメー が良いと思う。

・受領証発行システムは良いと感じた。 

・今回は実験しなかった。 

・フードバンクかながわでは、利用団体からの「 分 」を にいただいて、その ー ー商品が

「あれば出す。なければないで 事する」ということで対応している。マッチングという方 を

用していない。

【全般】 

・事業者とフードバンクの間の寄付品登録はこれからますます事業者数も えて くので、マッチン

グシステムは 効だと感じた。いま 1 000 を対象に たな寄付を びかけようと取り組みを開

している。 

・ 品に 2022 年度はチャ ン しようとしている。そのとき、賞味期限内に に商品をさ

ばくためにマッチングシステムがどのように 効か、 味がある。 

【利用したいと思える場面】 

・全国ネットワーク運用と ネットワーク運用の併用が 効。 

・全国のネットワークは大手 業との間で、 に使える。 えば、一つのシステムを 業と 0

の フードバンクで 用する場合。 はいらないが、関 は欲しいという場面がでてくる。 

・ ネットワーク運用は、 のフードドバンク同 で商品を分け合う場合。 えば、フードバン

クかながわでさばききれなかった を、 のフードバンクに りたい。その場合、フードバン

クかながわが「寄付者」として登録をして関 のフードバンクに利用をマッチングする。 

・事業者とフードバンクの間のまとまった寄付品の に、 効と感じた。 

【感じられる業務低減効果】 

・メール送信機能は 効と感じる。 
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【今後修正して欲しいポイント】 

・ N コード。 クスポート機能。 

【システム利用に関する経費の考え方】  

・現状利用しているシステムにかける 費用を できるなら。 

・ での商品管理（ N コード管理）が なので、バーコードリー ーと、その み取りによる

シール発行のシステムを現 用している。 N コードがあり、その クスポート機能があると、

業務負 低減の効果も感じられて 入意欲が す。 

・全国 、 方 、 などさま まなパターンで運用が 能なので、ラン ングコストだ

けではなくイ シャルコストを 力 えて欲しい。 入 が 当多くなることを想定した 設

定をして欲しい。 
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マッチングシステム実証実験報告 
報 団体： うどばんく AGAIN 

【1】 団体の 状

定 利 人 うどばんく IN（あがいん）

1 1 成 1 1 

ー

13 年

４． い （ ）

・ ・ トルト・インスタント食品・ ・お 子・ ース・コー ー・お ・ 味料・食用

・ 存 能な食品（賞味期限 1 か 以上のもの）、 食品、 食品

５．

27 2020 年実  

６． 送 （ か に て か 送）

の支援が量的に が多く、 ：2 の で による運 が多い。個人 配送も、 々数件

～20 件程度 いている。

７．

フードバンク のほかに、コ テ 事業として ら数 で子ども食堂や フ 運 を実 。

寄付金 方 は、ソフトバンク「つながる 金」や ON みんなで応援 グラムを利用。 

管場 を 業など 力者に 11 か で りているほか、 業に 設のフードドライ ボックス

を か 設 、期間限定設 は 20 か 。 

イベント 入も めて寄付金を年間 1 500 万円 ている。

．

ネッ ト タ（ ）・ ター ル ル L・ 一生 ・ I 年

・ 局 ・リコー ャパン ・あいコー みやぎ・ アテック・ ライ

フ ・ 利 まち・ と・し と ステーション）・ ン ンころり まで元気

の ・ 子大 ・ I 年 ・ IT OTO O EE・ ・ ・

年 ・ 大 ・ コ クト みやぎ・かほく 10 クラ ・ 一 ・

ータリークラ ・ト タ ・IKE ・ ・NE O ・TOKIN・ クト

ン ・ ・ ・ ・まちづくりスポット ・ 年 ・

ルーベリー ・ ・みやぎ生 ・ ・デイ ー ス かりの ・ラ

ス コン クタ・ 運 ・ KI・ EI ・ ・ ーワ ・ チ ク・リコー

イン ストリー ・合 ー ・テ ス工商 ・ ラン ング・ 事

務 ・ ・ ネスコ ・I I・フ リーマート・ 設・ ・名取 ・ ・

多 など 

【2】 実証実験（実 、実 数量 ）
． 証

2021 年 12 上 ～12 下

． とした （ ）

・「いつものおみそ汁  き ぎ」（ 0個 15 ース） 

・「おしるこ」（ 0 個 5 ース） 

・「 のきのこの スー 」（ 0 個 105 ース）  

・「お ム」（500 10 ）   （全体でパ ット 20 程度） 

． とした （ ）

・事業者数 2 団体

  ア グルー
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  一般 団 人全国食支援 （おみそ汁 き ぎ、おしるこ、 スー

４． とした利用

・利用団体数 5 団体 

   一般 団 人チーム  

    

   生 人  

   いわ まこども食堂 ラス 

   みやぎこども食堂ネットワーク（いずれも大 団体のため、 団体数で 00 団体以上）

【3】  マッチングシステムの使用実感
． （ ） 感じたこと

・事業者登録は IN が代理入力を行った。 

・情報 としては ルートからの寄付品だったが、引渡し が ったため、システム上は 2 団体

からの登録となった。 

・寄付者（ 業名）の入力は難しくなかった。しかし、 回のみの寄付である事業者に対し、その

業名をマスターとして入力（登録）しておくことに意味があるのか 問を感じた。 事業者によ

って、 を定期的に寄付いただく 業もあれば、 に 事業者より、「今回のみ」「 発的

に発生した」として食品 いただく場合がある。 

・寄付品（商品名）の入力は、数 入力の 分が で難しかった。「 ース数」「入り数」「

」「数量」「単位」「内 量」の 項目。どれがどれなのか、わかりやすい が欲しかった。 

・ 方 が とつしか できないのが った。たとえば「おしるこ」2700 ース入 したとして

も、そのうち「配送できる」が 1000 ース。「引き取り 」が 1700 ース。というように分け

て入力したかった。 

・ 方 を する画面では、 ル ンではなく、チ ックボックスがよいかもしれない。「引

き取り 」と「配送」の 方が できると良かった。

． （ ー ） 感じたこと

・引渡し情報の設定をしたあと、 度も画面をもどっての作業に時間がかかった。入力間 いにあと

になって気が付くパターンが多く、引渡し情報を設定したあとに、 度利用団体グルー を

し、 度引渡し情報を設定することになった。「入力後の間 いを修正する」のが面 だった。

・ 業側、利用側どちらに イトを いたら良いか。商品を 1 個もあまさず登録 管理するこ

とよりも、 に「マッチング」 「配付」することが たちには 。個数のずれは想定内で

るく考えたい。

・フードバンクにとって 的に の ・引渡し がとても 。それを手助けしてくれるマ

ッチングシステムに期 したい。

・ 機能があったらよかった。管理者として、いろいろな場面で したい局面が多かった。

．利用 感じたこと

・賞味期間が い食品の取 いで、寄付情報 後、３ で 団体に し、 数の 、 品と

いった、引き渡しまでの 数が ない 程で行ったため、 分にシステムの ができなかった。 

・利用者がスマホで操作できるのは良いと思った。 

・ 数入力の の り分け機能も 分には使えなかった。 

・利用団体の多くは高齢者で、 存の 方 は多 だった。「LINE は知っているが、メールアド

スは知らない。」「メールアド スは知っているが電話 は知らない」など。多 な 方 に

対応できるシステムが期 される。 

・子ども食堂の多くの団体が「LINE はほとんど使えている」という状 。できれば、 システムが

LINE と していれば良いと思った。LINE のチャット機能は、質問対応 に に対応できる。

現 、 こども食堂ネットワークで開発したマッチングシステムは、多くの で利用しづらいも

のがあったが、チャット機能だけは利用者に に ばれた。 

・配付を実行している で、 に「 ったから しい団体に配付した」ということもよくある。マ

ッチング 後の事後入力もできるようになると しい。 
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・同じ商品でも、「フードバンクが配送するもの」「フードバンクまで取りに来てもらうもの」が同

時に発生するので、それに対応してほしかった。今回の実証実験では、７：３の割合で、「引き取

りにきてもらったのが 7 割」だった。

４．システム全般に感じたこと

・みやぎ子ども食堂ネットワークで KINTONE ベースにシステムを一昨年から開発し、実際に運用して

みた。しかし、対象となる利用団体の子ども食堂主催者は「おじちゃん」「おばちゃん」。そのた

め、引渡登録をして情報をメール送信しても、結局、事務局におじちゃんおばちゃんから電話がか

かってきて「味噌汁がいくつ欲しい」という体たらく。そのうち徐々にシステムの利用者が減って

いった。 

・上記のみやぎのシステムでは、ボタンを工夫して、「発注」ボタンはおばちゃんが手を挙げている

画像を使った。ボタンを絵にすることで、誰でもわかりやすいということをこころがけた。

５．受領証発行機能について感じたこと

・受領証作成の手間を省けるので良いと感じた。

６．メール送信機能について感じたこと

・とても良いと思った。

・メールを受け取る利用団体がパソコンやスマホに不慣れな人も多いので、スマートなメールにして

ほしい。

・チャット機能があると、もっと良いと思った。

７．本システムを利用したいと思いますか（まとめ）
【全般】
・費用負担がなければ、利用したい。2～3 回程度、習熟すれば使いやすいと思う。

またフードバンクでは、主に二つの管理がメインになる。
・食品管理と、支援した団体・個人情報の管理。これらを一元的に管理できる仕組みでないと、片方

だけをこちらで管理するというのは難しいと感じた。

【利用したいと思える場面】
・フードバンクと利用団体・利用個人との間のマッチング
・事業者側の寄付登録は、まとまった分量の時だけで良いので、フードバンクで代理入力してもよい

と思う。

【感じられる業務低減効果】
・寄付が発生するたびに、数多くの利用団体に、商品名や賞味期限を伝え、打診をするのが現状とて

もわずらわしい。  
・利用団体側は担当者が高齢者でシステムに慣れていない方が多く、過去に KINTONE システムを使っ

たときは、寄付のお知らせをメール送信したあとで、結局、フードバンクに電話で申し込んでくる
というパターンが多かった。リアクションもシステム内で完結できるようなスマートなシステムで
あれば、効果は大。事務局の電話対応の件数、時間を逓減できるものであれば。（商品 1件あたり
1 時間以上の業務削減につながる） 

【今後、修正時に加味して欲しいポイント】 
・利用団体登録の「必須項目」は団体名だけにして、他はすべて任意登録にしたい。 
・利用団体が操作する画面は、「欲しい」とかをキャラクターの表情で表現するような、わかりやす

いデザインボタンを埋め込んで欲しい。 
・利用団体が気軽に質問できるように、LINE と組み合わせるなど、「チャット機能」を持たせてほし

い。電話応対をチャット応対に移行するだけでも、業務低減につながる。 
・管理者の操作画面で、「配送」と「引取り」が同時併存できるような設定にして欲しい。

【システム利用に関する経費の考え方】 

・フードバンク側の費用負担は考えにくい。行政の補助金が過去は 200 万円もらえたこともあった
が、今後は 50 万円程度に下がることが想定される。補助金からシステムの運用費用を捻出するの
は想定しづらい。 
国という単位でこれらを後押しする仕組みを作って欲しい。 

・寄付する事業者に「利用料」をお願いするのはありかもしれない。

- 32 -



マッチングシステム実証実験報告 

の  

．

２．

３．フードバンク

の

．

．

． の

．協

 

- 33 -



【 】 実 実 実 実  

実 実 の

用

【3】  マッチングシステムの使用実感 

感

ン の 感

用 の 感

システム 感
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【3】  マッチングシステムの使用実感 
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．システム に た
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